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環境庁西部流域事務所

１ 時間

４月１１日（火） ０８：４５～０９：２０

２ 場所

ANAM パナマ西管理局 局長室（チョレラ市内）

３ 面談者

Ing.Carmelo Martino 局長

Ing.Eric F. Rodriquez CEMARE 所長

その他 の担当職員ANAM

高野リーダー

萩原専門家

４ 内容

４－１ 団長から調査団の紹介ならびに調査団来訪目的の説明

４－２ 局長から管轄エリアの説明Maritino

このチョレアはパナマ西部流域では一番大きな町である（市内の人口 万人，周3.5

辺の農村部を加えると約５万人）。その中心部にオフィスを抱えることは流域管理全

体を容易にしている。なぜならば，流域の住民が買い物等に出てくるとすればこの町

にでてくるからである。また， の活動を市民にアピールすることができるとANAM

いうメリットもある。

この局には総務・財務部（歳入・支出の管理），天然資源部（天然資源の保全管理

・植林・自然遺産管理），環境保全部（環境影響評価，環境教育）の３つの部が存在

する。

管轄化のエリアには３つの出張所が存在し，出張所を通じて住民ニーズなどの情報

収集を行っている。また，我々は出張所からの問い合わせ・要求に関しては，それを

受け取ってからどれだけ時間がかかっても１ヶ月以内に応えるようにしている。

４－３ 質疑応答

Q：自然遺産の管理とはどのような活動をしているのか？

A：このエリアでの残された保護地区（天然林・水源涵養林）を管理・保全し，生物の多

様性を守るべく活動を行っている。
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Q：職員の配置状況を教えていただきたい。

A：現在，パナマ西管理局には６７名の職員がおり，このオフィスで働いているものは２

５名である。ちなみに， にはこのような 地域局 はチョレアをANAM Regional office( )

含めて１５ある。

Q：先ほど，出張所からの問い合わせに対して１ヶ月以内に回答をだすと言われたがどの

ような内容があるのか。

A：地元からの要望・要求があった場合もそうだし，たとえば，企業が何か活動をしよう

とする場合，出張所は企業が行う活動内容，考えられる環境影響などについて報告

し，我々がどのような環境影響評価をすべきか指示する。また出張所からの調査結果

を受け取り評価に盛り込むとともに企業活動が始まった後はそれが守られているかを

監視する。

Q：このエリアの森林面積？アグロフォレストリーの実施面積？は把握しているのか？

A：現在手元に数字はないが，植林活動をしたもの対して政府はインセンティブをあたえ

ているので，そのための森林台帳が存在する。アグロフォレストリーに関しては未集

計であるが，データーを加工すれば何らかの数字が得られるはずである。金曜日には

提供できるかもしれない。

Q：パナマ西管理局の管轄面積は？また，今回のプロジェクトの予定エリアの面積は？

A：（かなり信憑性に欠ける）管轄エリア全体で４０万ヘクタールである。プロジェクト

の対象エリアの面積は１５万ヘクタール程度であろう。管轄エリア内のパナマ運河流

域と呼ばれる面積は３０万ヘクタールである。

４－３ 本日のスケジュールの確認

トリニダ川上流・中流部をみていただきたい。その道中にあるアグロフォレストリ

ーを実施する農家，対象エリアのコミュニティーメンバーとの会合， を生Palomito

産する大規模商業ベースの農園も訪問を予定している。

このエリアの環境の違いと様々土地利用形態を視察して欲しい

４－４ 現地事務所予定地（オフィス）スペースの視察

このパナマ西部流域事務所のとなりに２つの空き部屋があり，内１つを新プロジェ

クトのオフィスとする案がある。約１００平米ほどの床面積があり，月の賃貸料金は

３００ 程度である。残り１つは手狭になったパナマ西部流域事務所が拡張のたUSD

めに借り上げ予定である。
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El Cacao サブセンター

１ 日時

４月１１日（火）１１：００～１２：００

２ 場所

３ 面談者

Ing.Carmelo Martino 局長

Ing.Eric F. Rodriquez CEMARE 所長

その他の の担当職員の皆さん約４名ANAM

高野リーダー

萩原専門家

４ 内容

４－１ 村見学El Cacao

MIDA LaSalud， ，学校，無線式の公衆電話１台ある。

４－２ サブセンターの見学

このサブセンターは，セマーレのサテライト研修所兼新プロジェクトの現地事務所

になると予想される。そのために専門家が宿泊できる設備も併設している。建設費は

１，０００万円である。

４－３ 質疑応答

Q El Cacao：この のサブセンターのパナマ西部流域事務所内での位置づけは？

A Capira：西部流域に３つあるサブセンターのひとつである 事務所の下に位置づけられ

る

Q：どのような研修スタイルでこのサブセンターを使用する予定か？

A：１日あるいは，１泊２日程度の短期研修・現地研修を行い，より本格的な研修はセマ

ーレで行う予定である。

Q：このサブセンターの新プロジェクトエリア内での位置づけは？

A El Cacao Cacao： 地区の中心部になる。この には，農民が生産したものを売る市が毎

週立ち，周辺の村落から村人が農産物を持って集まる所なので，普及を行うにはよい

条件を備えている。また，地理的にもパナマ運河流域の最上流部になり環境保全上最

も重要な地域である。

Q Alto de Ciri El Cacao：周辺村落，たとえば， の集落からこの に出てくるのには

どのくらいの時間がかかるのか？
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A：徒歩で乾季には３時間，雨季には４時間くらいであろう。しかし，この周辺の人々に

とってはこれは日常茶飯のこと，また生産物を販売するにしろ，必要なものを買うに

しろ人々が集まるところであり何ら支障は生じない。また，ここから交通機関（トラ

ックバス）もでており，ここがこの地域の中心である。

Q：周辺にどのような役所の出先機関が存在するのか？

A La Bangabajo, Nueva Arenosa Mida： に の出張所がある。

Q La Trinidad Ciri de Los Santos：プロジェクトの対象エリアである， や の人々にとっ

てはどのくらいの距離になるのか？

A El Cacao： との間には整備された道がないために，山道を歩いても５－６時間かかり

彼らにとっても１日仕事になると思われる。

Q MIDA：現場レベルでは新プロジェクトと のトリプルＣでどのようなデマケが可能と

考えているか？

A ANAM MIDA： はアグロフォレトリーの部分，つまり， がもっていない森林関係の要

素を提供できる。それは種子の提供であり，植え付け技術であり，環境保全教育であ

ろう。但し，そのスケールは我々の人的キャパシティーも小さく，苗畑にしても小さ

な協力しかできない。

Q MIDA FIDA ANAM MIDA： は からの財政的な援助を受けているが， が に対して協力

をする場合には，その代償として何らかの財政的な見返りが得られるのか？

A：ない。滅多にないが時々ガソリン代が出ることもあるといった程度である。

Q：なぜトリプルＣの裨益村落とそうでないものが生まれるのか？

A MIDA： の説明によれば，説明に対して関心を示したかどうかという点だけで決めたと

いうことであり，技術的な観点からの判断はない。

Q ANAM PRA： もその に参加したのか？

A：そうである。

A2：トリプルＣとのデマケに関して

確かにこのエリアでは，トリプルＣの対象村落が多い。トリプルＣは理想としては

全ての村で行いたい考えのようだ。ただし，ひとつ注意して欲しいのは，トリプルＣ

にはいろいろなコンポーネントがあり，それらの村落で全てのコンポーネントを行っ

ているわけではない。これはコミュニティの要望に応じた協力を行っているからであ

る。村によってコンポーネントが異なるのは，村によって要請内容も資金力や興味関

心も異なるからである。

これは普及するサイドにも言えることで，普及員の能力も異なり，出張所内にも人

的・資金的な制限があるのである。

したがって，新しいプロジェクトはこれらのニーズに応えることができると思う。

Q：日本がもし新プロジェクトを行うとすれば，どのようなデマケができるであろうか？
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A ANAM：その点に関しては， も何度も検討しているが，プロジェクトの重複は避けな

ければならない。そこで，このエリアの村落をもれなく調査し村落毎のプロジェクト

インデックスのようなものをつくる，そして，その中でどの協力をも受けていないと

ころに対して協力を行えばいいのではないか？

Q：つまり，どの組織からも援助を受けていない村落を選んでプロジェクトを行うという

ことか？

A：その通りである。そうすれば協力が平等に分配されると考えている。

Q：それぞれの村落は，いろいろなタイプの農民が存在する。そこに協力を開始した場合

に の管轄外の協力を農民は必要としているかもしれないが，そういった場合ANAM

はどのように対応するのか？

A：我々の意志としては，とにかく，流域の環境に悪影響を与えないような活動でなけれ

ばならないと考えており，プロジェクトをなるべくアグロフォレストリーもしくは植

林の方向へ結びつけていく方向で進めていく。

Q：たとえば，トリプルＣの援助を受けている集落で農業の要素の強いプロジェクトが成

功を納めたとする，そして，それを見た の援助を受けている隣の集落の農民ANAM

が同類のプロジェクトを望んだ場合は？

A MIDA MIDA ANAM：そのような場合は， が担当することになるが， と の間にはすで

に協定が存在しており，また既にパナマ運河流域内では土地利用の形態をアグロフォ

レストリーの要素を取り入れたものとするとの法律（ ）もあるので， はLaw21 ANAM

それに準じた指導を行うであろう。法では，我々は現在推進している土地利用形態の

変換には２０～２５年の猶予をみているが，この法のため も天然資源管理を取MIDA

り入れるようになっており， の調整役としての役割は増えて行くであろう。ANAM

Q ANAM MIDA：トリプルＣの中で， は に協力しているが，日本がそのコンポーネント

に入ることは可能か？

A：可能であろう。天然資源管理にかかる部分は日本が関わる可能性がある。

Q ANAM Ingeniero：日本側が４人の専門家を投入し， も４人の をカウンターパートと

してこのプロジェクトに投入すればどのくらいのエリアがカバー可能か？

A：どのくらいのお金を投入するかによる。また，道路事情が悪いことからシーズンにも

よる。

Q Corregimiento：３つの をカバーできるか？

A： マレーナプロジェクトの場合は２名のスタッフで１０の村落をカバーしている。

Q JICA ANAM MIDA Convenio： ， ， の３者で のようなものをつくることは可能か？

A：エリアを絞り込んでできることと思う。
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Q El Cacao：プロジェクトの実施期間を２つにわけて，フェーズⅠでは 地域に絞り込ん

で活動を行うことは可能か。

A：２つの川の源流域であるこのエリアは重要であり，特に力をいれるのはやぶさかでな

いが，フェーズⅠを行いながら，中流域に対しても少しずつモニタリングを行うこと

が必要であろう。

Q MIDA ANAM： と の関係はよいのか？

A：良好である。とくに現場レベルの技術者はみな知り合いである。

Q：多くの場合，中央と現場は異なることが多い。日本も同じであるが，もしなんらかの

問題が生じたときには現場レベルで解決できるか？

A MIDA：現場レベルで解決できるであろう。もし解決出来ない場合は に協力してもら

ったり，我々が解決する事もある。

A2 MIDA：協定にも書いてあるとおりトリプルＣは のプロジェクトであるが，天然資源

の要素に関しては１００％ が責任を持つことになっており摩擦は起こりえなANAM

い。トリプルＣの中で天然資源に関してはどういう活動をするかは の内部でANAM

決定しており，新たな協力についても が決定できる。ANAM

Q：フリフォーレスやメイズが良くできると，農民は農地を拡大しようとすることが予想

されるが，その際に はどのような指導をするのか？ANAM

A：農民に対して最初からそれを禁止するようなことはしない。そこで，土壌保全をはか

るための方法等を推奨しながら，環境に対する意識を目覚めさせて，最終的には他の

方法にしてはどうかといった提案をするなど，自然に の考える土地利用形態ANAM

へ誘導していく。

私の２０年間の経験から言わせていただければ，この２０年間に農民の意識も大き

く変化している。２０年前は私が木を植えてすぐあとに引っこ抜かれるといったこと

があったが，いまでは，農民側から植林技術・流域の管理技術に関して要望がある。

近年の水質悪化・環境の悪化によって気候が変わったことを感じ，自分たちの活動に

よる影響を感じている。

Ciri Grande Arriba

１ 日時

４月１１日（火）１２：４０～１３：３０

２ 場所

村の集会所，Ciri Grande Arriba, El Cacao, Dept. Herrea



－71－

３ 面談者

Ciri Grande Arriba 住民（村長，事務局長，副村長，会計担当，

等々，合計１２名）

４ 内容

４－１ による調査団団員紹介Lic. Enrique

４－２ 村の村落委員会メンバーの自己紹介Ciri Grande

４－３ 団長挨拶

昨年の石田専門家のＰＣＭへの参加に対する謝意の表明。

JICA ANAM Elが との協力を協議中であることを説明し，その第１段階として

Cacao に研修のためのセマーレサブセンターを建設中であることを説明する。

雨期前のお忙しい中に参集いただいたことに対する謝意の表明

４－４ 質疑応答

Q：この村で焼畑で多く栽培されるものは何か？

A：メイズ，キャッサバ，バナナ，コメである

Q：自給可能か？

A：ときどき購入する必要がある。

Q：ここで一番よく売れる農産物はなにか？

A：メイズ，コメ，ユカイモ，イモ（ニャンポ）の順である。余剰分がでたら売るという

形である。

Q：どのくらいの土地を所有しているのか？

A：２－３ヘクタールくらいであろう。

Q：どうしてこの村落はトリプルＣからの技術援助を受けていないのか？

A JICA PCM： から を受けるなど，働きかけがあったのでこの集落はリザーブしておい

たのである。（冗談だとおもう）

Q：どのような村落内の組織があるのか？

A：組織は一応つくられたが，まだ活動していない。どのような活動ができるのか日本人

が来るのを待っている。

ANAM PCM： のセミナー後につくられたグループであり，グループが新しいためであ

る。

Q：教会・学校関係のグループは存在するのか？

A：ある

Q：アグロフォレストリーを実践する人は村落内にいるのか？
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A：この村にはいないが，トリプルＣを実施している隣の村にはいる。

Q：セマーレでの研修を受けたことがあるか？

高野リーダー： のセミナーに参加しただけである。PCM

Q：収入を得ようとするとどのようなことが考えられるだろうか？

A：農作物での収入では，どれひとつとっても厳しい。やっと生きるだけのものを作って

いる。

Q：出稼ぎに出ている人はいるのか？

A：知る限りではいない。

Q：修学旅行というシステムはあるのか？

A：ない。活動はこの周囲のみで他へ出ていく機会は少ない。

Q：女性は男性と同じように畑で働くのか？

A：働く。とくにユカやバナナなどのうえつけ技術は知っているので，作業の役に立つと

きには一緒に作業を行う。

Q MIDA： の普及員はこの村にきているのか？なんら技術的な援助を受けていないのか？

A：いままで一度もない

Q：他の援助関係機関からの働きかけや技術支援はないのか？

A：どこからも来ていない。

Q：それらの援助機関に対して働きかけ，つまり他の村で行われる技術講習などに対して

参加をしているのか？

A MIDA Ciri Grande： の で行われた講習会には参加したことがあるが，途中で病気にな

って止めてしまった。

Q：この村は出来てから何年くらいか？

A：この村で生まれた最古老の年齢が７７才ということなので，これから推察して約８０

－９０年程度前に入植が始まったのであろう。

４－４ 水田見学

この村の人が， のトリプルＣの研修をうけたという隣の村の人から教わっMIDA

た方法で造ったこの村で初めての水田を見学した。

面積約３００平米程度。今年の１月に水田造成。水稲用種子を隣村のシリ・グラン

デからもらって作付け。１ｆｔの正条植え。植え付け後２ヶ月。生葉数５～６枚，分

けつ０～１。株の基部がやや赤みのある品種。草丈低い。

Viveros Communidad（小規模苗畑）

１ 日時
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４月１１日（火）１５：３０―１６：００

２ 場所

Vista allegre の農家の裏の敷地にある苗畑

３ 面談者

このプロジェクトにとりくむ３人の方々

４ 内容

４－１ 職員による背景説明ANAM

この小規模苗畑は２～３年前からこのグループに対して協力を行っており，マレー

ナプロジェクトを通して苗畑つくりのための道具，種子を提供してきた。 はANAM

プロジェクト終了後もフォローアップを続けている。自家用に使ったあとの苗は販売

している。

在来種の などを主に育苗していCedoro espinosa, Cedoro amargo, Coffee, Pince

る。

４－２ 団長挨拶

このような集落苗畑のプロジェクトが行われていることを知り心強く思った。

４－３ 苗畑のリーダーから質問

Q：我々に対して日本はどのような援助をしてくれるのか？

A ANAM： と協議するが，日本の援助は技術面と投入材の両面の協力が出来る。

４－４ これより団員との質疑応答

Q：種子の種類を選ぶことができるのか？

A：できる。一部はセマーレの種子バンクからである。

Q ANAM： から種子の提供を受けるためには，なんらかの条件があるのか？

A：種子はマレーナプロジェクト経由であるので直接の条件はない。

Q：出来た苗木を売るときにはどうか？

A：とくに条件はない。自家用に使用した後で余った分を売りに出すだけである。最初の

２年は全部自家用であったが，最近は売る分も増えてきた。

Q：共同で苗畑を管理するのはむずかしいか？

A：働かないひとも多いので，メンバーを多く確保するようにしている。

Q：この苗畑の生産量はどのくらいか？

A：最初の年は１７，０００本，今年は計画では２０，０００本を予定している。
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Q：共同苗畑と個人苗畑どちらがつかいやすいのか？

A：ケースバイケースである。植え付ける予定の圃場が遠い場合は，ここで準備した後で

ポット苗を持っていき，自分の圃場の適当なところに小さな苗畑を作ってそこで育苗

する場合もある。

Q：苗をいくらで売っているのか？

A：８０００本売ったときで，１本２５セントであった。

Q：どうやってこれらの樹種を選んだのか？

A Ccdoro espino Cedoro amarugo：郷土樹種である と を中心に作っているが，この２種

はこのエリアでの適応性が高く，環境保全効果が高いと説明を受けたため。

Q：その選択の基準のなかに経済性は含まれているのか？

A：ない。上記の理由で選んだ。

（高野リーダー説明）：実際には にはこの種子しかないことから，これを推奨しANAM

ている実態もある。

Q：床土の準備はどうしているのか？

A：土と川砂をまぜている。（おおよそ７：３くらいとのこと。たい肥を入れる場合は７

：２：１）

Q：今後はどんな樹種を育苗して行く予定か？

A：今後は果樹の割合を増やしてみたい

Q：コーヒーを育苗しているようですが，その製品の販売価格は？

A：１ポンド６０センターボである

Palomito Panama S.A.

１ 日時

４月１１日（火）１７：００～１７：４０

２ 面談者

なし

３ 場所

El Florida

４ 内容（ から概要説明））ANAM

ここは，中流域の平坦な地勢で大規模牧畜を営む人が多いエリアにある，パロミート
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（ヤシの成長点ちかくの新芽）を輸出目的で生産している民間会社が経営する大規模農

園である。資本規模は承知していない。

このプロジェクトは９８年８月にはじまった。６００ヘクタールを有し，本年度は２

５０ヘクタールを植え付け予定である。

周辺村落に対して雇用機会をあたえており，常時４０名の人間がこの農園の維持・管

理のために働いている。また苗畑で働く女性や土木工事に働く男性など，臨時雇用を含

めると４００人の雇用がある。

このパロミートのヤシは，ピスバエと呼ばれる自生しているヤシである。この種子を

チョクレ周辺であつめて苗畑で育苗中であった。

その栽培は比較的容易で，２．５メートル程度の高さになったときに収穫可能とな

る。約２－３年が必要であるが何年で収穫ということはない。一度伐採するとまた芽（

通常２つの新芽）が出てくるため生産効率も良いが，この作物は葉・幹にするどい棘が

あるのが難点である。

会社の予定では，塩漬けや缶詰に加工して輸出したいようであるが，現在は製品検査

の意味も含めて原料で輸出している。このようなアグロインダストリーの形態を認める

理由としては，それによって雇用の機会が生まれることによって，不法な伐採や不法な

アグロフォレストリーが抑えられることにより，森林への悪影響が減ると考えられるた

めである。

この会社は周辺村落に対して，医療・教育のサービスも行っている。
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MARENA PROJECT

１ 日時

４月１３日（木）１０：００～１１：００

２ 場所

カンパーナ国立公園事務所

３ 面談者

パナマ西営林署所長

Ing.Oger Suniga（マレーナプロジェクトの造林・アグロフォーレストリー担当した

コンサルタント）

カンパーナ公園長

Ing. Maunel Guranuado（パナマ野生生物局局長）

４ 内容

４－１ カンパーナ公園長による国立公園の概要説明

公園総面積は４０，８１６ヘクタール。１９６６年に生物保護地区に指定され，１

９７７年に国立公園となった。この公園の期待される役割は （１）熱帯性森林資源，

の保護（２）絶滅が危惧される動植物の保護（３）レクレーション及び環境教育の場

の提供の３つである。

７人の技術者がおり 公園内のパトロール ガイド 環境教育の活動を行っている， ， ， 。

４－２ マレーナプロジェクトに関して

１９７９年に米国とパナマ政府両国はパナマ運河流域でアグロフォーレストリー・

植林に関するプロジェクトを開始することが決まった。その後１９９１年に USAID

とパナマ政府サインをしてマレーナプロジェクトは１，８００万 の予算規模でUSD

はじまった。２０００年９月にプロジェクト終了予定であったが，２年程度の延長が

決まった。

４－３ ローカルコンサルタントの話

パナマ運河流域の公園内・緩衝地域地帯の村落住民の組織化を図り，村落住民の利

益になるようアグロフォレストリー・植林活動を行っている。また，個別予算で共同

体に対する研修，アグロフォレストリーに対する技術供与，道具の貸し出しなども行

った。

９８－９９年の１年間では，２０ヘクタールの造林を達成できた。これはテクノサ

ーブが造林活動を行わなかった隣接するエリアでの活動である。

これらのプロジェクトは，全て，共同体の人が労力を提供して行われた。ただし，
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彼らの直接の裨益地でない国立公園内での植林の際には，１人１日５ の少額のUSD

日給を与えた これは村人に自分たちは人夫として雇われていると思わせないために。 ，

給与レベルの支払いをしないようにしたものである。５ は決して高額ではないUSD

が，村で払われる人夫の相場としては良い。

緩衝地域の共同体に対して組織化を行い，小規模苗畑を造って技術指導を行ってお

り，この活動によって共同体は苗の売却益を得ることができるようになった。

アグロフォレストリーの研修は土地利用方法の改善目的で行っており，少しずつ成

果が上がっている。

４－３ 質疑応答

Q：アグロフォレストリーを実施した農家の所得は向上したのか？農家の家計を把握して

いるのか？

A：コンサルの契約内容には，事後評価は入っていないので把握していないがプロジェク

トの評価はこれから行われるのではないか。

Q：農産物の市場化も活動内容に入っているが，これに関して具体的な活動は行っている

のか？

A：マーケティングの専門家による研修を受けた農民がいるが，この研修の結果，どうす

れば農産物から収益を得られるかについて村落内で調査し，これを基にした伝統的な

生産方法に代わる新しい技術を取り入れて村全体で取り入れて生産向上を図っている

例もある。

Q：どうやって は貴殿の活動をモニター・評価するのか？ANAM

A：村落毎にレポートを月間，年間レポートを作成している。ご希望とあらばこのレポー

トのコピーを提供できる。

Q：アメリカ人が直接ここに来て指導したり，何かを行ったことがあるか？

A：我々はコンサルタントとして依頼を受けており，その範囲内においては直接の活動は

ない。しかし，それ以外の と との契約に関わる部分ではあるのではなANAM USAID

いか？

４－４ チョクレで売られたいたサル（ティティという種＠２５ ）の団長と野生生USD

物局長両者による放猿

MIDA-TripleC Project

１ 日時

４月１３日（木）１１：５０～１３：３０

２ 場所

MIDA Capira 事務所
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３ 面談者

Ing.Orlando Quintero

Ing.Caripto MIDA 職員評価とフォローアップ担当

Magnolia Carderon MIDA のトリプルＣ担当コーディネーター

４ 内容

４－１団長挨拶

４－２ によるトリプルＣプロジェクトの概要説明MIDA

現政権では農村部の貧困撲滅を目的とした農村開発プロジェクトが４つあり （他，

には，ノベブクレの同様のプロジェクト，ゲラクアのエレラ・サントスの貧困対策と

天然資源管理に関するプロジェクト，ダリエンでも同様のプロジェクトを行ってい

る ，その一つとして中央山脈沿いの持続的開発のためのプロジェクトであるトリプ）

ルＣプロジェクトを昨年から実施している。

このプロジェクトには，３つの県９つのディストリクト，４０のコレヒミエント，

１，３９５の村落がプロジェクトの条件を満たしている。

それに対して の配置は以下の通りである。MIDA

地方事務所

CAPIRA

COCLE

COLON

出張所

BEJUCO

EL CACAO

NUEVA ARENOSA

ANTON

LA PARTADEN

TOABLRE

NATA

PENOME

EL COPE

RIO LINDO

CUIPO

プロジェクトは１９９９年から２００５年まで６年間の予定である。

Capira Cocle Colonでは始まって一年が経過している。 と でも１ヶ月前から開始

された。

プロジェクトの実施部隊は と呼ばれる。 とパナマ政府の出資でこのプUEP FIDA

ロジェクトは実施され，米州農業協力機関（ Instituto Interameriacana de

Cooperacion para Agriculutra IICA Organizacion：通称は「 ）が運営組織（」

administrativo）である。
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このプロジェクトの主目的は，農村での貧困の撲滅と家計収入の増加であり，農業

生産と生産性の向上，小規模企業活動の開発，天然資源の保護・管理をも目的として

いる。

ジェンダーを強調した村落の組織化を図っており，村の要望に応じたサービスと支

援，農業技術の指導と生産性の向上，これらの活動を推進するための融資制度を準備

する。

ジェンダーを協調する理由は，女性の構成員を含めて農作業に従事しているため，

誰が裨益者かを考え，プロジェクトの影響地域内の農村家族の農牧開発を進めるため

である。

このプロジェクトでは貧困ラインを設定しており，年間所得３，５００ 以下USD

（ ） 。 ，月額３００ 程に相当 としている 裨益の対象となるのはこの条件を満たしUSD

更に，僻地に住み消費活動にアクセスがない人である。裨益対象農民の農地保有規模

は１０アールから５０ヘクタール以下である。

プロジェクトの戦略は，住民の参加を得て柔軟で非中央集権的なアプローチをとる

ことである。上から押しつける援助ではなく，あくまで住民からの要望に応える形で

のみ行う。そのために を行って住民のニーズを把握しており，プロジェクトにPRA

参加するのは村民，技術者， 等，さらに関心があれば も参加できる。NGO JICA

このプロジェクトは５つのコンポーネントから構成されそれぞれの内容は以下の通

りである

（１）プロジェクトの組織化と運営

以下にあげるようなプロジェクトによってもたらされるメリットを村落が受けるた

めには村落の組織化が前提となっており，まず村落の中に持続的開発のための村落委

員会を組織 さらに複数の村落委員会を統括する地区委員会を組織することになるが， ，

その組織化のための研修を が行っている。MIDA

（２）村落の振興と生産力向上

このコンポーネント中には，

① が行う村落振興活動UEP

②プロジェクトの推進と組織化の推進

③土地所有権の設定

④村落内小企業の企業・振興

という４つのサブコンポーネントが含まれる。

＊農村の組織化

プロジェクトのメリットを受けるためには組織化れていることが前提（組織化され

ていなければプロジェクト対象とならない であり 組織化の研修を が行う） ， 。MIDA

＊土地所有権の設定

MIDA の土地開発局が行うものであり，土地の登記をしていない中小農民に対して



－80－

無料で測量をするサービスである 農民の負担は土地代と印税代 新聞告示代である。 ， 。

10 85 90USDヘクタールの農地を所有する農民がこの作業を行うためには ～ 必要で

ある この作業をすることによって農民は土地の所有権が法的に保証される 現在。 。（ ，

民間企業に測量を依頼した場合には ヘクタールあたり 必要と言われるが10 200USD ，

これを が無料で提供することになり これだけでもかなりのメリットがあるMIDA ， 。）

＊ 農牧業に対する普及および研修，技術認証

MIDA IDIAP－ （パナマ農牧開発研究所）の協力のもとに研修を行う。具体的には

IDIAP MIDA MIDAにおいて 職員が研修を受けた後， 職員がそれを農民に対して普及

・研修を行う。また， では新しい技術の認証も行っている。IDIAP

＊小規模企業の起業及び活動に対する助成

販売流通，零細企業振興については （： と連IMA Institucion Marketing Agency)

携をとりながら， 村落レベルでの経済の活性化をはかるために村落の小規模企業活

動の助成を行う。たとえば，共同集荷場，農産加工，商業などの活動などを促進して

村落内で農産品の加工・販売・流通ができるようにする。

（３）村での生産活動への資金の提供

プロジェクトでは，農民に対する小規模の融資も行っている。この融資プロジェク

トは農民への融資プログラムと同時に融資仲介者の強化を目指している。

このマイクロクレジットは が直接生産者に資金を投融資するのではなく，MIDA

MIDA-FIDA FISの資金は，一旦 （社会投資基金）という国内機関にプールされる。

この に対して，国内 や他の金融機関が融資を申し込み， がそれぞれのFIS NGO FIS

組織のプロポーザルを審査して資金を融資する。その融資を受けて， や他の機NGO

関は，対象村落の農業生産活動，商業活動への融資を実施するというステップローン

の形で融資はなされる。我々はこの を介して融資するシステムの確立・強化をFIS

考えている。

融資の対象となるのは，農牧生産・商業のグループ活動で，固定労働資本を持つ企

業を設立する活動である。具体的には，農業では植林のような永年性・半永年性作物

に係る半恒久的な活動，牧畜では養豚・養鶏・ウヅラ・ヒツジなどの家畜飼育等の事

業に対してであり，小規模企業活動を含む商業に対しては，共同集荷場の建設・農産

加工などである。ただし，土地の買収・不動産の購入・債務の返済・機材や家畜の購

入・家畜の肥育は融資の対象外となっている。

（４）インフラ整備

村落開発に必要な道路・つり橋・山道の改修，または村落全体の利益になるような

基盤整備事業

（５）天然資源の適正な管理と保全

この中に次の４つのサブコンポーネントが含まれる

①小流域・環境上重要な地域対する造林活動

②アグロフォレストリーに関するシステムの確立

③農園は小流域への造林のための技術指導

④天然資源管理・保全に対する教育・研修
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６年間で達成が期待される効果

＊住民が参加型の農村開発をとおしての生活条件の改善，農業機会の創出がなされる

＊住民参加の組織化がすすむ

＊農業を振興し雇用機会を創出して都市部への住民の流出が減少する

＊家族単位の食糧増産とその結果としての備蓄量の増加

その具体的な数字として，

農業生産に関しては

＊ の農家で害虫総合管理方法 （ ）が3,750 MID IPM Integrated Pest Management

導入される

＊ 人の生産者に対して融資が行われる4,000

＊ ヶ所で の推奨するプロジェクトの試験とデモンストレーションが行わ140 MIDA

れる

村落の組織化に関しては

＊ の村落の組織化がなされる200

インフラ整備に関しては

＊ キロの道路， キロの農道が改修される360 50

＊ ヶ所の吊り橋の建設がなされる10

流通販売に関しては

＊ 人に農民に対して研修を行う500

＊ の組織をつくる60

＊ 農産物の流通過程のロスを ％減らす10

＊ の小規模企業に対して支援をおこなう。500

＊３県に ヶ所の農産物販売所をつくる10

天然資源管理に関しては

＊各県に ヶ所の苗畑（１ヶ所あたり 本育苗できる規模のもの）の建設40 20,000

＊農家の農園内に ヘクタールの植林を行う （ では短期的に収入が得ら1,345 MIDA。

れる果樹，コーヒーを植えることを推奨している）

＊小流域内に ヘクタールの植林を行う では郷土種の造林を考えている500 MIDA（ ）

＊ココナツ ヘクタールの更新を行う250

＊コーヒー ヘクタールの更新を行う1,200

＊土壌保全のために ヶ所の農園に何らかの対策を構じ，このうち ％の農家7,500 50

で が実践されるIMP

＊ 人の生産者， 人の技術者が天然資源管理に関して研修を受ける1,350 150

このプロジェクトに参加している機関名一覧

ANAM

IMA

IDIAP

Institute Smithsonian

RUTA3
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PREVAL

DRIAMG

FIDAAMERICA

プロジェクトは１９９９年４月１５日に正式にスタートした。このプロジェクトは，

MIDA だけが単独で行うのでなく，以下にあげる機関と協定を結び連携をとりながら

行うことが関係機関間の協定によって明確にされている。

開始から現在までの成果（対象は 地区のみ）Capira

"Ser pobre significa que hace falta un poco de todos" PRAこれは に参加者の一人の

言葉である。

村落の共同化・組織化の推進に関して

＊ の集会を の村で開催し，その参加者の総数は 名，内訳は男 ％，70 40 1,800 65

女 ％であった。ジェンダーに配慮を行ったために女性の参加者が多くなってい35

る。

37 PRAの村が組織され， （住民要望調査）が実施された。これは当目標として

いた 村を大きく上回る成果をあげた。19

村落の組織化に対する研修活動に関して

村落に組織化の希望があれば，村落の組織化のために研修を行った。何のために組

織化するのか，どうやって組織をつくり運営するのかの研修である。

＊ ６つの研修コースがつくられた

＊ の村落で研修が行われて 名の参加者があり，この中には子供の参加もあ74 2,394

った。

普及と研修

＊ 地区では３ヶ所のコレヒミエント計 の村落で研修が行われた。El Cacao 16

＊ では４ヶ所のコレヒミエント計 の村落で研修が行われたNueva Arenosa 36

IDIAP の行う技術の認証活動

現在，ポロト豆に関する２つの技術が技術認証を受けている。技術認証を受けるに

は２つの条件があり，１つは農民が一緒に生産に参加していること，２つ目はこうし

て生産した物の収益性（生産性）が全国平均を上回ることである。ポロト豆は輸出品

になる可能性があり，またこの豆の外皮は黒いため，色の黒いものを食べない伝統か

ら従来は消費が少なかったが，現在では消費も増えてきている。

技術者に対する研修

＊ の職員もプロジェクトによる研修を受けており，国内 ヶ所で研修が行わMIDA 20

れ，１回の研修あたり 名が参加した。また国外でも４回研修を行っている。25

土地所有権の設定に関して

＊省内の議決により，農民に権利を与えることが決まっており，このために，MIDA

に測量用の機材が配備され担当職員に対する研修が行われた。

小規模企業に対する融資
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＊融資規則，融資を受けるためのガイドブックが作成された。

天然資源の保全・管理に関して

＊天然資源のコンポーネントに関しては との協定があり セマーレで， ，ANAM ANAM

による苗畑・アグロフォレストリー・植林に関するセミナーが開催された。

＊カピラでは組織化がすんだ の村落の内， 村落から苗畑をつくりたいという要37 11

望が出ている。この苗畑つくりを希望する場合は，造林・アグロフォレストリー用

の苗の生産に関する研修を受けることになっている。

＊スミソニアン研究所との生物多様性についての協力

カピラでは，スミソニアン研究所の職員と一緒に，森林を見てまわりどういう樹

主が植栽に適するかを検討した。

まとめ

このトリプルＣプロジェクトの最終目標は農民の生活の質の向上である。このため

プロジェクトは農民の組織をベースにして行われる。そのため，上から押しつけると

いうことをせず，農民の組織化を進めて農民の要望に応えていくという基本姿勢をと

っている。何か物を与えるプロジェクトではない。たとえば造林についても，苗木を

与えるのではなくその作り方を教えるのであり，必然的にプロジェクト期間中に多く

の研修を行うことになる。

今まで多くの機関によって様々な協力が行われてきたが，そのいずれもが失敗に終

わっている。プロジェクト対象エリアのような農村の開発を考える場合は，農民の組

織化・研修（強化 ・住民参加の３つがそろってプロジェクトの持続可能性が保証さ）

れる。

そのために，このプロジェクトでは原則として物を農民に与えない。また，このプ

ロジェクトからなんらかの利益を得るためには村の組織化が必要になるようなシステ

ムになっている。

４－３ 質疑応答

団長：我々も農村開発には組織化・研修・住民参加が大切であるという認識をもってい

る。

パナマ運河流域の環境保全は非常に重要であると認識しており，現在，貴組織と同

類のプロジェクトを で計画中であり，デマケをどうするかを検討中であANAM-JICA

るので以下に幾つかの質問をさせて欲しい。

Q Ciri grande arriba：一昨日我々はプロジェクト予定地域を視察した。 という村を訪問

したが，この村はトリプルＣのプロジェクト対象外であった。村落の選択基準はなに

か？また，今後の展開予定は？

A Ciri grande：隣の という村ではプロジェクトを実施しており，今後はもっと上流の村

でもトリプルＣのプロジェクトを実施したいと考えている。現在プロジェクトを行っ

ているのは参加を希望した村落であり第１段階で組織化できたものである。現在参加

していない集落でも今後５年間に参加を希望する場合にはプロジェクトの実施対象と
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なる。

Q C：いまの回答は，今後すべての村落をこのトリプル に取り込んでいくということか？

A：対象となっているエリアでは今後もプロジェクトのプロモーションを行っていくの

で，今現在参加していない村落も今後組織化をしてプロジェクトに参加したいという

希望があればそれに対してサポートを与える。組織化されていなければプロジェクト

に参加できないが，やるかやらないかを決定するのは村であり参加は村の考えかた次

第である。

A2：プロジェクトのフィージビリィティー調査の際に，最低条件の設定は行った。この

条件を満たす村を訪問しプロモーションを行ったが，その後の参加するかどうかを決

めたのは村である。それらの村の中にはこのプロジェクトに対して参加したくないと

いう意志を表明するところもあった。今後は残してある村に対して働きかけをしてい

く予定であり，今後５年間のうちに村が希望すれば何らかの形でプロジェクトに参加

することになる。

Q MIDA ANAM：このプロジェクトでは と は現在どういう関係にあるのか？

A ANAM： はこのプロジェクトの天然資源のコンポーネントを受け持っており，具体的

にはセマーレでの研修を行っている。

Q ANAM-JICA El Cacao：現在 は に研修施設を建設しているが，その活用を含めて今後

どのような活動が考えられるか？

A：我々はこのエリアで研修を実施する際に，研修を行うための場所が無かったので学校

などを借りて行ったり，この のオフィスで行ったりして来たので完成後は利用MIDA

させていただきたい。

A2 MIDA-ANAM：天然資源のコンポーネントは の密接な関係があるので，もし，今後

JICA MIDA-ANAM-JICAがこのエリアでプロジェクトを行うのであれば， で共同で

プロジェクトを行うことも出来るのではないか？

まず，それぞれの村がトリプルＣのキャパシティを持つのか，どんな組織を持って

いるのかを知ることが重要であり，今後の協力のベースになると思う。

また，このトリプルＣではあくまでも住民の自発的な発展を側面から援助するとい

う立場に立ち，農民に一切物を与えていない。これは物を与えるというアプローチで

あればニーズはもっと多いが，それでは持続性がないからである。また，どこかの村

でそいうことをすれば物が与えられることを農民の側で期待し，それを得られる村と

そうでない村との間に衝突が起こるおそれもある。 でプロジェクトを実ANAM-JICA

施する際にはこの点について特に留意され，物のバラ播きはやめて欲しい。

団長：了解した。 はこのプロジェクトをパナマの人のために行うのであり，現場のJICA

担当者・村民が混乱するようなことはしない。

Q：ＵＥＰの構成員は？

A：トリプルＣの各コンポーネントのリーダーが集まった組織である。この中にある理事

会は１０人で構成され５人が政府機関の代表，残り５人は生産者の代表である。

Q：それぞれの村のコミティー（委員会）はどのような性格をもつのか，すべての村に共
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通したものなのか？

A：それぞれの村委員会に理事会をつくることを指導している。この理事が他の村との連

絡調整をおこなう。トリプルＣの組織化研修では，すべての村に同様な組織をつくる

ことを指導しているが，実際の組織化の際の定款は村毎につくることになっておりそ

れぞれに村でその内容が少しづつ異なっている。

我々としては，この村に出来た組織を発展させ最終的には法人格を与えたいと望ん

でいる。

Q：このプロジェクトは誰が始めたのか？つまり，モデルとなるような事例があったの

か？それとも 独自に作り上げたのか？MIDA

A FIDA MIDA： の援助がなければできなかった。以前より では農民の組織化を進めたい

と考えており の農村開発部が村の組織化を進めてきた。しかしながら，大規模MIDA

に行うためには国外からの援助が必要であった。

Q：このプロジェクトは農家の生活向上を目指しているが，個別農家の家計分析などの資

料はあるのか？

A：プロジェクトでは初期・中期・終了時の３回の評価を行うことにしているが，現在初

期の評価を行っており，この結果がでればある程度はわかると思う。 時には行っF/S

ているはずである。

USAID

１ 日時

４月１３日（木）１６：００～１７：２０

２ 場所

USAID PANAMA 事務所 会議室

３ 面談者

Mr. Lars Klassen Director

Lic. Lenin Riquelme プロジェクトマネージャー

その他

４ 内容

４－１ 団長挨拶

今回のミッションの団員紹介と調査目的の説明

４－２ 質疑応答

Q：マレーナプロジェクトを本年９月で終了すると聞いていた。それゆえに，我々は同一

地域で類似のプロジェクトを計画したのだが？

A USAID PANAMA： は２０００年１０月をもってマレーナプロジェクトを含む に対す
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る協力活動を終了する予定であったが，２００６年まで協力期間を延長することにな

った。それに伴ってマレーナプロジェクトも３年程度の延長を検討中である。内容も

今のプロジェクトと類似したものになるかもしれないが，いずれにせよ現場と検討中

である。

Q MIDA： のトリプルＣでも同じ流域で環境保全のプロジェクトを行っているが，マレー

ナプロジェクトにおいて，現在まで と共同で活動をしたことがあるか？MIDA

A MARENA ANAM MIDA： プロジェクトは との協力であり， との共同活動はない。

ANAM SONDEARとはアグロフォーレストリーもあり，テクノサーブ（現在の ：ソ

ンデアル）を通じて協力を行ったことがある。

Q：パナマ運河流域でどのような協力が必要とお考えか？

A JICA USAID ANAM ANAM：第１に ， ， が話し合いをし良い関係を築くこと，そして

が何を必要としており，なぜそれが必要なのか，またどういう方法でやっていくのか

を明確にするべきである。明らかになればどの部分を がやりどこを がUSAID JICA

やるという棲み分けができる。第２に村落に対する協力を行うことである。その際，

造林は郷土種が環境に適しておりその植栽を進めるべきである。

Q USAID JICA： は よりもパナマに対する協力の歴史が長く豊富な経験があると思うが，

この国に協力する時に留意する点はなにか？

JICA のプロジェクト方式の技術協力では道路や建物の建設を含む協力を行う。ア

ジアにおいてはそれがインパクトとなって，終了後も自立し持続的な発展をつづける

例がある。パナマに対してはどのような方策をとるべきであろうか？

A：まず第１に相手のニーズを正確に把握して，プロジェクトをどの目的のために行うの

か明らかにすることが大切であると思う。プロジェクト毎に村の問題も解決策も違う

ものである。

A2 JICA NGO： のプロジェクト予定地域では， や政府諸機関が２国間や多国間レベルの

協力を行ってきた歴史がある。何らかのプロジェクトに参加した村にはプロジェクト

に依存してしまう傾向が見られることが多いので注意が必要である。

ある村がある機関のプロジェクトに興味関心を示していながら，同時に他の機関の

プロジェクトとコンタクトを取ることがあることはよくあることである。問題は，プ

ロジェクトを行うことによって，村の中でなんらかの利益を受ける人と受けない人が

いるということである。いろいろな機関の技術スタッフが村でプロジェクトを実施し

ようとしたときに，関心をしめす人に対して協力が集中してしまう傾向がある。時に

は，それが機関間の反目を生むことがある。

また，もう一つの懸念は，生産面でもマーケットを考えなければならないというこ

とである 苗畑・観賞用植物・コーヒーの栽培などのプロジェクトが行われているが。 ，

小さな村の中で類似のプロジェクトが乱立することによって市場に製品があふれて，

価格の暴落が起こる可能性があるので注意を要する。マレーナプロジェクトでは苗畑

を２カ所作ったが，他にもトリプルＣプロジェクトの苗畑などがある。このように苗

畑が多くなると苗木の生産・販売による収益を活用した持続性の確保が出来なくなる。

また，現在コーヒーの値段は４０－７０ 袋でよい値段であるが，いま育苗中のUSD/
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コーヒーが全て生産段階に入れば過剰供給が起こり，これが市場を混乱させ価格の暴

落をまねくおそれがある。買い取り契約をして栽培しているが，必要量を超えれば企

業は買わないだろうし，そうなると市場から遠く高額の交通費を負担している僻地に

住む農民の製品は真っ先に競争力を失うことが予想される。

そこで，私は以下の推奨案を示す。

① 農産品の多様化

今までは自給用の食糧作物の多様化を推進してきたが，今後は商品作物の多様性

を進めることが必要である。

② 関係機関の連携強化

同じ地域内にいろいろな機関が入っているので，お互いに情報交換をするべきで

あろう。ワークショップ開催時には他の機関を呼ぶなどの措置が必要である。今ま

でお互いのプロジェクトのコミュニケーション・コーディネーションが不足して，

お互いが何をしているか知らずに時間とリソースを無駄にしていることが多く見ら

れた。また，こうしたことがお互いの危惧や不信感を取り去り，問題を事前に取り

除くことにもなる。

③ 村落の個性に応じた対応

どのプロジェクトでも村落の組織化をうたっているが，村落といっても団結力の

ある村もあれば全くないこともあるなど，それぞれ様々な性格をもっているので，

その性格に応じた対応が必要である。

④ 既存のネットワークの有効利用

村落にはすでに何らかのネットワークが存在しているものもある。カソリック，

プロテスタント，村が独自に作ったものや，もしくは以前に何らかの機関が作った

ネットワークがあるので，こういったネットワークを支援利用すべきである。新し

いプロジェクトのために新しい組織作りをすることは，逆に村落内の分断化をすす

めることもある。今ある組織を使ってそれをいかに協力にのせることができかが大

切である。

⑤ 牧畜業の土地利用方法改善に関する協力

パナマ政府は ２１により，今後１５～２０年の間に国土の土地利用方法を改Law

善することを検討しており，そのなかで，牧草地の面積を劇的に減少させる計画が

ある。これまで， ，テクノサーブ，フンダション ナトゥーラも牧畜についUSAID

て協力してきたが，今後は１ あたり１頭に満たない牛の放牧が行われている今ha

のような放牧地を減らすために，単なる研修ではなく，牛舎を作ってそこで飼育を

したり，簡単な牛舎を組み合わせた半牛舎飼育による方法など，実際に経済的経営

ができる技術を示してやることが必要となっている。また，牧場への飼料木の植林

も有効であると思うが，それにも多様性を持たせることが必要であり，通り一遍の

協力ではなく色々な組み合わせを考えることが必要であると思う。そのため我々が

日本に協力できることがあれば協力するし，日本にも我々にできることがあれば協

力してほしい。

Q：マレーナプロジェクトをどう評価しているのか。また，今後のマレーナプロジェクト
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の予定は？

A：マレーナプロジェクトではローカルコンサルタントと契約してアグロフォレストリー

や植林活動を行っており，その評価はそこから提出される月間報告書によって目標に

対してどの程度達成できたかで図られる。我々の活動は， というRio alto trinidad

小流域，国立公園およびその周辺の緩衝地，公園内及び流域内の公園外の村が対象で

あるが この地域で１０ ０００ヘクタールの植林を行い１０の村の組織化を行った， ， 。

問題点は，村民が我々を信頼していないところにある。これは他の の影響もNGO

あると思うが，住民が疑心暗鬼になりプロジェクトのコンセプトになかなか同意を示

さない。また，アクセスロードが劣悪なため望んでいる結果がでないというところが

あるが，全体的にはよい結果がでていると思う。

現在プロジェクトは最終段階にあり，９月までには分析が終わる。 から報告ANAM

を受けているが，この報告ではアグロフォレストリーや造林がどれだけ進んでいるか

分からないので，フンダション・ナトゥーラと に再度報告を求めている。そANAM

れを基に来週プロジェクト評価の会議を開催の予定である。

また，今後の展開に関しては，当初，今年９月で終わる予定であったので，現段階

では今後の活動の方針はもっていない。最終評価が終わってからそれを出発点として

検討する予定である。

Q：このエリアあるいは，パナマ国内の他のエリアでのアグロフォレストリー成功例はあ

るのか？

A：プロジェクトの実施機関の内部評価でよい評価がでているのは，テクノサーブがカカ

オやシリグランデでやったものがある。この例はプロジェクトの側から，村民に対し

て何かをすべく働きかけるというアプローチではなく，担当者が農民の間に入って農

民自らが何をしたいのかを決めていくという参加型のアプローチをとった方法が良か

ったのではないか。マレーナプロジェクトの例でも，住民にはプロジェクトの名前で

はなく担当者の名前がよく記憶されている。技術者のレベルで住民から高く評価を得

たプロジェクトはうまくいく。どんな人が農民と一緒になってプロジェクトに取り組

むかがポイントになる。

A2：パナマ国内に森林関連業者の組織を作ろうという動きがあり，それにセマーレもし

くは レベルでの協力をして欲しい。自分もセマーレを訪ねたことがあり，様々JICA

な研究を行っていることを知っている。以前にマホガニーの研究に関する報告書をも

らったが，もっと研究成果・情報の交換が行うことが好ましい。組合作りについても

日本・セマーレに関心を示して欲しい。

団長： では組合つくりのためにお金をだすことは難しいが，パナマの森林関係の組JICA

織作りは重要だと思うので， パナマ事務所にコンタクトをとってもらって，協JICA

力できる部分では協調していきたい。

９月でセマーレのプロジェクトは終了する予定であり，それまでは研究成果をまと

める重要な時期にある。セマーレの成果は のみならず，他のドナーにとってANAM

も重要なものであると思うので，研究成果については送ることにする。また，ワーク

ショップ等の機会があれば意見交換もできるようにしたい。
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2000年１月３日官報
法律第 58号（1999年 12 月 29日）

これにより、小農牧生産者のための森林助成証明書（Certificado de Incentivo Forestal）を創
設し、1995年法律 20号の 2条を修正する。

１条 小農牧生産者による造林を奨励する公的支援方法として、森林助成証明書を創設する。
 
２条 この法律の施行の対象となる小農牧生産者とは次の要件を満たす者とする。
 

 １　生存に必要な最小限またはそれ以下を生産している。
 ２　所有地における農業生産で主に家族を労働力として利用している。
 ３　所有者として、土地を有し、その面積が 50ヘクタール以下であり、そのうち最大 5

 　　ヘクタールまで木材用、植物繊維用、果樹用の樹木を植林できる。
 ４　農牧開発銀行（Banco de D esarrollo Agropecuario）の経済社会調査に従い、この
 　　法律により創設される森林プログラムに登録する事。

 
３条 農地改革によって保証されている、所有地または所有権を有する小農牧生産者がこの法

律の恩恵に浴することができる。
 
 
４条 1995年法律 20の 2条は以下のようになる。
 

 ２条　基金（　el　Fond　）の収益分は、現行施行中の法律に従った予算の承認を経て
、開発や社会的利益のために公共投資に使用することができる。
 この収益の 5％は、交通網整備事業を通じて、開発及び社会的利益のための公共投資に向
けられる。
 農牧セクターの投資に 5％、小農牧生産者による造林活動に 5％向けられる。
 前述の規定とは別に、執行機関（政府）は、国債・公債などの債権発行を保証するため
に、この基金の収益の 85％の使用が認められる。

 
５条 この法律を施行するための財源としては：

 
 １　1995年法律 20によって、創設された開発のための信託基金（　Fondo Fiduciario
 　　pめ ara el D esarrollo）が生み出す収益分の年間 5％分
 ２　国家予算項目の中で計上されている資金
 ３　国内・国際的機関による贈与
 ４　その他、この法律の目的のために割り当てられる資金。

 
６条 小農牧生産者の造林プロジェクトに向けられる資金は、次のパラメーターに従い、農牧

開発銀行が管理をする。
 

 １　最初の 3年間にプロジェクト総コストの 80％の資金が年間必要額に応じて分配され
、
 　　無償の森林助成証明書として裨益者に譲渡される。
 ２　残りの 20％は生産者が負担する
 ３　森林助成証明書は生産者１人につき１回のみ与えられる。
 ４　農牧開発銀行は、各造林プロジェクトに与えられる資金の管理・監督料として手数
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 　　料を受け取る。
この手数料の金額は、執行機関（政府）が定める。この法律の規定によって決められる
。
農牧開発銀行が必要と考える場合は、その他の政府機関、協同組合、N G O の諮問・支援
を利用できる。

 
７条 この法律の対象となる、木材用、植物繊維用、果樹用の造林プロジェクトの面積は最大 5

ヘクタールとする。この場合、境界の植林や敷地内の囲い（柵）としての植林も含まれ
るが、その計算の仕方として、樹種別に１ヘクタール当たりの植林される木の本数を考
慮に入れて計算する。

 
 
８条 小農牧生産者の造林プロジェクトに対する技術的なフォローアップは、農牧開発省、環

境庁、関係機関が１プロジェクトにつき３年間行う。
 
９条 小農牧生産者の造林プロジェクトは、農牧保険協会( IN STITU TO  D E SEG U RO

AG RO PECU ARIO  )の保険で保証されており、その費用は、森林助成保証書の中に含ま
れる。災害の場合、保険金がこのプログラムに入金さえる。

１０条　環境庁は、このプログラムの中で、木材用樹種による地方造林計画（PLAN ES

REG IO N ALES D E REFO RESTACIO N  ）の策定を担当する機関である。
農牧開発省は、植物繊維用と果樹用の樹種による地方造林計画の策定を担当する機関で
ある。
これらの地方造林計画では、生産者の負担するコストはない。

１１条　この法律に従って進められる森林プログラムを実行するために、調整機関（U N ID AD
　　　　CO O RD IN AD O RA）が設置される。その構成員は：

１　環境庁代表１名
２　農牧開発銀行代表１名
３　農学士会（CO LEG IO  N ACIO N AL D E IN G EN IERO S AG RO N O M AS）
４　農牧開発省代表１名
５　林学士会（CO LEG IO  D E IN G EN IERO S FO RESTALES）

１２条 この法律の対象となる小農牧生産者は、税法 710 条第１項３番に定められた例外の中
に含まれ、1992年の法律 24が定める助成制度の対象になる。

 
１３条 この法律は、1997年１月７日の政令１で修正された 1995年 5月 15日の法律 20号、

第２条を修正するものであり、これに相反するいかなる規定も廃止する

１４条　この法律は、公布と同時に発行する。

執行機関 共和国大統領
1999年 12月 29日

大統領 農牧開発省大臣
M ireya M oscoso Luis Alejandro Posse M .

( 訳：　大滝節子　)
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